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時の状況補語1　　　　こ
特に否定文において
先立つ前置詞de
杉　山　正　樹
　RacineのAndromaque第1幕，第4場につぎの1行がある。
　　Je　ne　l’ai　point　encore　embrass6　d’aujourd’hui．
　　（きょうはまだ，あの子を抱いてやっておりません。）
これはエピール王Pyrrhusのもとに捕われの身となったAndromaqueが，
日に1度だけ面会をゆるされている亡夫Hectorの忘れ形見Astyanaxにあ
いに行こうとしている時の台詞である。意味そのものはやさしい詩句であるが，
この1行に初めて出あった時，aujourd’huiの前に置かれているdeが気にか
かっていささか調べてみたことがある。
　まず，Littr6の大辞典でaujourd’huiの項をひいてみると，前置詞deに先
立たれたd’aujourd’huiの形で，つぎのような説明と例文があげられている。
　（1）　apartir　du　moment　o亡nous　sommes
　　　　　　　《D’aul’ourd’liui　seulement　je　jouis　de　ma　gloire．》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAC．　Andr．　II，5］
　　　　　　　（いま初めて勝利の味をかみしめているのだ。）
　（2）　depuis　le　commencement　de　la　journ6e
　　　　　　　《Je　ne　1’ai　point　encore　embrass6　d’auiourd’hui．》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAC．　Andr．　II，5］
　　　　　　　（きょうという日が始まって以来，まだあの子を抱いておりません。）
念のために，HanseのDictionnaire　des　dzfficult6s　grammaticales　et　lexicolo・
giquesをひいてみると，　aujourd’huiの項にまさにこの詩句をとりあげて，つ
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ぎのような説明があった。
　Notons　l’emploi　curieux　de　l’expression　d，auゴourd’hai　pour　auゴourd’hui．
Emploi　parallさle　a　de　tout’θゴour．　On　connait　le　vers　de　Racine：∫θ”θ
，・ai　pas（sic）encore　embrα∬6　d’auゴound’hori（Andromaque，　v．264）．　L’Acad6mie
donne　l’exemple；〃ne　viendra　pas　d’az‘ゴ02‘rd’hui　et　cet　autre，　qui　lui　n’a
rien　d’6trange：17フ2θ〃t’σpas　quitt6　de　tout　leゴouプ・
つまり，Littr6によれば，上にあげた詩句のd’弓ujourd’huiは「きょうという
日が始まって以来」という意味であり，Hanseによればraujourd’huiのかわ
りに使われているd’aujourd’huiという言い回しの奇妙な用法」というわけで
ある。この限りにおいて，このdeは文の肯定，否定には関係のない奇妙な用
法であり，Hanseのごときフランスの文法学者にもはっきりした説明ができぬ
ものであるならば，これ以上深く詮索することは不可能であろうと，かってに
決めてしまった。しかし，その後同じようなdeの用法に注意してみていると，
それほど簡単な問題ではないということがわかってきた。このd’aujourd’hui
のdeを理解するには，まず前置詞deそのもの，そしてそれが時を表わす状
況補語の前に置かれる場合のすべてを調べなければならない。
　そもそも，時を表わす状況補語に先立ち，時の関係を示す前置詞deには，
一般的にいって，つぎのような3つの意味，用法がある。それらは，場所，空
間の関係を示すdeと分かち難く，またその3つの用法それ自体のあいだに
も画然とした一線を引くことが困難な場合がしばしばあるが，だからといって
それらをむやみに混同してはならない。
1．時間における出発点
これは場所の出発点を表わすIl　arrive　de　Paris．に見られるdeに対応す
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るもので，ラテン語における奪格ほんらいの用法にもとついている。
　そもそも，ラテン語の奪格ablativus　casusという言葉そのものが，　auferre
（＝enleVer，6ter）の過去分詞ablatUm（取り去られた，奪いとられた）から作られ
たもので，出発点，隔離分離を表わす機能をもち，文学的古典ラテン語では
前置詞なしで用いられていた。しかし出発点の意味をさらに明確にするために
は前置詞ab，　ex，　deが奪格名詞とともに用いられ，古典ラテン語では，とり
わけab（＝en・s’610ignant）が出発点を表わす前置詞であった。
　　　Ceesar　maturatαb　urbe　proficisci．（MARTIN）
　　　（カエサルはローマからいそいで出発する。）
またex（＝hors　de）という前置詞もよく用いられた。
　　　Ecastris　erumpere（Syn　Lat）［C，iEsAR，　B．　G．3，5，3］
　　　（陣営から突撃する）
de（＝en　partant　de）は元来「高いところから低いところへの動き」（le　mouve－
ment　du　haut　en　bas）を表わしていたが，やがて一般的に「出発点」を示すよ
うになった。
　　　Decido　de　lecto．（SJ，n．　Lat．）［PL，　Cαs．931］
　　　（私は寝台から落ちる）
　　　De　carceri　emitti（lb．）［Clc，，　VER．5，22］
　　　（牢嶽から釈放される）
これら3つの前置詞のなかで，語頭に子音をもち，他の影響をもっともうけ
にくいdeが，話し言葉のなかで主に使われるようになり，やがてロマン語に
ただひとつ生き残った。
　以上のような用法が時間の意味に転化されて時間における出発点を示し，αb
initio（＝dbs　le　d6but）やex　illo　die（＝depuis　ce　jour・la）のような言い回し
の前置詞が，すべてdeに置きかえられ，フランス語にはいってきたのである。
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　　　　D’ist　di　en　avant（GoD）［Serm．842年］
　　　　（この日からさき）
　　　　Venu　sunt　al　quint　jur　de　laぬ吻灌
　　　　ACantorbire　cil．。．（GoD）［S．　Th。　te　martyr．1190年頃］
　　　　（＿の人びとはキリスト降誕祭から5日目にカントルビールにやって来た．．．）
　　　　D，ore　en　avant　mes　cambrelens　seres．（GoD）［Huon　de　Bord．1190年頃］
　　　　（今からさき，お前は侍従になるのだ。）
この用法は現代語に受け継がれている。
1　時間における出発点
　　Aquelques　semaines　de　ld，　maman　demanda　de　l’argent．（LE　B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［DuHAMEL，　Not．　du　Havre　XVII，111］
　　　（その時から数週間すると，お母さんが金をくれといった。）
　　La　location　part　de　lundi　1）rochαin．（Gr．　Lar．1．　f，）
　　　（席の予約は来週月曜から始まります。）
　　11yade　cela　cin、q　ans　pass6s．（田辺P．399）
　　　（あれからもう5年たった。）
　古典期には，今日ならばdepuisもしくはdさsが置かれるであろうところ
にdeが使われ，広くapartir　de＿の意味を表わした言い回しが多い。
Je　vous　connais　de　longtemps，　mes　amis．［LA　FoNT．　Fab．　II，3］
（わしは久しい以前から君たちを知っている。）
　　　　　　　　　　　　Du　moment　qu，il　1’a　vue
Les　troubles　ont　cess6，　sa　joie　est　revenue．　（LIT）［Corn．　Saph．　II，1］
（彼女にあったその時以来，心の動揺はおさまり，喜びがもどってきた。）
Je　n’avais　ni　dormi，　ni　mang6　de　vingt　quatre　heures．
（LIT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Sgv．219］
　　　　　　　　　　　　　　　　　－132一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時の状況補語に先立つ前置詞de（杉山）
（私は24時間も前から眠ることも食べることもしておりませんでした。）
Je　suis　ici　deノθzκ距　（LIT）［s6v．287］
（私は木曜からここにおります。）
Ce　n’est　pas　d’αWfourd’hai　qu’ils　m6ditent　ce　dessein．
（LIT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［PAsc．　Prov．19］
（彼らがこの計画を考えついたのはきょうに始まったことではない。）
Il　eSt　aCC・UtUm6　a、Cela　dθ初ηθ∬a（L・T）
（彼は若いころからそれには慣れている。）
Elle　lui　demanda　s’il　6tait　aveugle　deπαゴ∬ance．（LIT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［BUFF．　Anne　de　Gonz．］
（彼女は彼に生れつき盲目なのかとたずねた。）
De　ce　four，　tu　verra　Thyeste　dans　mes　chaines．（LIT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［CREB．　Atrie，　L　3］
（その日から，Tは私に縛られることになっている。）
　注意。　Maugerは，今日でもdeぢけでdepuisの意味に使われるのは，
　de　ce　jour，　du　jour　de＿，aveugle　de　naissanceのdeだけであるといっ
　ている（MAUG．，　p．321）。
2　iまたはenという到達（予定）点や方向を示す前置詞と関連して用い
　　られる
（1）　de．．．d．．．
Nous　aurons　cong6　de　vendredi　di　lundi．（『語法辞』p．89）
　（私たちは金曜日から月曜日まで休みだ。）
Il　va　au　bu「eau　du　lundi　au　vendredi．（『語法辞』p．89）
　（彼は月曜日から金曜日まで事務所にゆく。）
　Il　chante　du　matin　au　50ir．（『語法辞』P。89）
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（彼は朝から晩まで歌っている。）
La　r6union　aura　lieu　de　trois　di　quatre　heures．（D）
（集会は3時から4時まで行なわれる。）
　注意。　de＋数詞＋a＋数詞　は原則として出発点から到達点までの期間を表
　わし，それが概略の数を表わす場合にはdeが省略されることが多い（DUPRE，
　1，　P．594）
　　Il　a　travail！6　de　cinq　d　six　heuγes．
　　（彼に5時から6時まで働いた。）
　　Il　a　traVaill6　Cinq　d　SiX　heUγeS．
　　（彼は5，6時間働いた。）
・（2）　d’ic’id．．．
　Si　d’ici　di　dix　minutes　je　n’ai　pas　dix　mille　francs，　je　fouille　et　je
prends　tout．（田辺P・339）
　（今から10分のうちに1万フランよこさなかったら，身ぐるみしらべて，何でも
かんでもみんな取りあげるぞ。）
　Je　vous　t616phonerai　d’ici窃demain．（『語法辞』P・157）
　（あすまでに電話します。）
この場合，dを省略することもある。
　Je　pe耳se　bien　avolr　termin6　d’ici（、）lundi・（『語法辞』P・157）
　（月曜日までに終わっていると思います。）
　D，ici（のmon　arriv6e，　surveillez　bien　la皿aison．（MAuG．　p．322）
　（わたしがつくまで，家をしっかり見張っていなさい。）
　D’ici　le　soirノ諺α4　pas　une　allusion　qui　me　fasse　rien　pressentir．
（田辺p．339）
　（今からその悲しい夜まで，私に何か予感させるようなことは決してほのめかさ
ないで下さい。）．
　D’ici　peu，　je　vous　donnerai　une　r6ponse．（r語法辞』P・156）
　（近い内に，お答えしましょう。）
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　（3）　de．。．en．．．
　これは「来週（さ来週，など）のなん日，なに曜日」という意味になり，古
典的慣習では計算の出発点となる日付を表わす副詞もしくは曜日の前にde
を置いて表わした。
　　Je　retournerai　d’aWfourd’hui　en　huit　a　Paris．（G．§920，　Rem．1）
　　（来週のきょう，パリにもどります。）
　　Elle　viendra　ici　de　demain　en　huit．（乃．）
　　（彼女は来週のあすここに来るでしょう。）
　しかし，日常語ではdeを省略するのがふつうである。
　　Elle　peut　etre　ici　dimanche　en　huit．（lb．）
　　（彼女は来週の日曜目にここに来れるでしょう。）
　　Je　vous　reverrai　mardi　en　quinze．（『語法辞』p．111）
　　（2週間後の火曜目にまたおあいしましょう。）
3（ne＿pas）6tre　n6（・u　fait）d’hier（・u　d’a巾urd’hui）
　この場合，deは「生まれて，この世に生き続けている」期間の出発点を
示す。主に比喩的な意味で，「（人生）経験の不足（否定では，十分なこと）」を
表わす。Littr6はIl　est　n6　d’hier．　Il　est　fait　d’hier．という肯定の例をあ
げているが，Robertによれば，この表現の肯定形は，きわめてまれにしか
使われないという。
　Je　ne　suis　Pas　fait　d，hier．（LIT）［vADE，　Nicaise，14］
　（私はきのう生れたばかりの青二才ではない。）
　Cependant　tu　dois　savoir　que　je　ne　suis　pas　n6　d’hier　dans　la
galanterie．（Gr．　Lar．1．　f，）　［BALzAc］
　（しかし，私が色の道でクチバシの黄色い小僧っ子でないということを思い知ら
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せてやるぞ。）
同じように，（ne．．．pas）∂treπ6　d’aWfourd’huiも使われる．
　Sous　le　ciel　de　Paris
　S’envole　une　chanson，　hum，　hum．．．
　Elle　est　n6　d’aWfourd’hui
　Dans　le　coeur　d’un　gargon．
　　［DR重JAc，　Chanson：Sous　le　ciel　de　Paris，　v・1～4］
　（パリの空の下をシャンソンが飛ぶように流れてゆく。それはきょう生まれた歌，
　ある男の子の心のなかに。）
　ここでは，「生まれて，現在生きているこの時間がいつ始まったのか？」と
いう出発点を問題にしているのである。
II．ある行為が行なわれる時，もしくはその時間的拡がりの範囲
　出発点を表わすdeという前置詞は，その論理的発展の結果，必然的に切り
離す（retranchement）という観念に結びつく。たとえば，ラテン語で，　de　mea
Pecunia（Syn．　Lat・）（私の金の一部を割愛して），フランス語で，　extraire　le　marbre
de　la　ca　rrie’　re（D）（石切り場から大理石を切り出す）というようように，「その一
部が切り離される全体」を示す名詞の前におかれて分離の観念を表わした。や
がて全体から切り離された任意の一部そのものを表わすようになって，ラテン
語ではde　aqua　bibere（boire　d’eau），フランス語ではboire　d’eau（古語）ま
たはboire　de　1・eauのような言い回しが生まれたのである。この用法が時間的
意味に転化され，時を表わす名詞の前に置かれると，en　prenant　sur＿「（時
の流れ）のなかから任意のある瞬間を取り出して」の意味から，さらにはau
’cours　de．，．「ある時の流れの範囲内で」という意味にもなったのである
（Syn．　Lat．　p．86）。たとえば，ラテン語の
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De　noctθvenit．（D）　［Clc．，　Att．，4，3，4］
（＝＝11vint　de　nuiち　OU　d　un　moment　de　la　nuit．
た。）
彼は夜のあいだにやって来
という言い回しは，このようにして生まれたのである。
　そもそもこのdeの用法は，ギリシャ語の「部分を表わす属格」（96nitif　par・
titif）から出たものであって，ギリシヤ語では，α2ματ09πeεlv［HoM．，　Od．　II，96］
（＝boire　du　sang）やレひκτ6g（＝d　un　moment　de　la　nuit，　de　nuit）のように，部分の
属格がそのまま対格（accusatif）や，位格の役割をする奪格（ablatif　locatif）の
かわりに用いられていたが，ラテン語ではそのようなことはなく，例外的な古
い用例にほんのわずかな名残りを止めるのみである。ラテン語では，部分の意
味を表わすのは文脈であり，したがってaquam　bibere（boire　eau）は，文脈
しだいでboire　l’eauの意味にも，　boire　de　l’eauの意味にもなった。しかし
nihil　boni（rien　de　bon）やpauci〃militum（peu　de　soldats）のような部分の属
格がしだいに起源，分離の観念を表わすde＋その一部が切り離される全体を
現わす名詞の奪格で置きかえられるようになる。pauci　de　nostris（peu　d’entre
nous）のような用法は古典ラテン語においてすでに見られ，さらに進んでde＋
abl．だけで，具体的な意味で，全体のなかの任意の一部を表わし，そのままで
対格（accusatif）のかわりに使われることもあった。
　Erant　autem　adeo　familiares，　ut　de　potionθ，　qua　Britanicus　hausta
periit，　Titus　quoque　justa　cubens　gusta∬e　credatur　gravique　morbo
adflictatus　diu．
　　　　　　　　　　　　　　　　［SuEToNlus，　Divees　Titus，　II，3．120年頃］
　（それにふたりはたいそう親しかったので，隣りの食卓についていたティツスも
また，ブリタニクスが飲んだために命を落とした毒の一部を飲み，そのため長いあ
いだ重い病におかされていたと信じられている。）
　Date　nobis　de　oleo　vestro．（B疫uN）［Sαint　Mat．，　XXV，8］
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（なんじらの油をわれらに分けあたえよ。）
　このようなde＋abLの用法が時間的意味に転化され，部分のdeが時を表わ
す名詞の前におかれると，en　prenant　sur＿「（時の流れ）のなかから任意の
ある瞬間を取り出して」の意味，さらにau　cours　de＿「ある時の流れの範
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲内で」という意味になった。ギリシャ語のvvκτ09←d　un〃moment　de　la　nuit，
de　nuit）の影響があったのかも知れない。
De　nocte　venit．［CIc．，　Att．，4，3，4］
（＝lt　vint　de　nuit，　ou　d　un　moment　de　lαnuit．彼は夜のあいだにやって来た。）
Fac，　si　me　amas，　ut　considerate　diligenterque　naviges　de　mense
Decembri．（GAF） ［Clc．，　Q．2，1，3］
（私を愛しているなら，12月のあいだは，．船旅は慎重に，用心深くしてくれるよ
　う気をつけてください。）
この言い回しは，そのままフランス語に受け継がれた。
　　Vindrent　a　Ia　sorciere　deππ此（GoD）［Rois，1190頃］
　　（彼らは夜その魔法使いのと・ころにやって来た。）
　　　　　　　　　　Un　temps　fut　que　sans　fin
　　On　me　voyait　chanter　de　soir　et　de　matin．（GoD）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［J．－A，BAiF，　Eclog．，　XVII］
（夕べとなく朝となく，果しなく歌を歌っていた時代があった。）
　Vous　entendres　de　ce　porteur　I’heureux　succes　que　Dieu　nous　a
donn6　au　plus　furieux　combat　qui　se　soit　faict　de　ceste　guerre．
（GOD）　　　　　　　　　　　　　　　　　［1589，　Lettres　missives　de　Henri　IV，　t．　II］
　（そなたはこの使者から，この戦争のあいだに行なわれたもっとも熾烈な戦闘
において神がわれらにさずけ給うた大勝利の報告を聞くであろう。）
　この用法で注意すべきは，de＋名詞（もしくは名詞的副詞）が「ある行為が行
われる時，もしくはその期間」を表わしている場合でも，その名詞はあくまで
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も1e　tout　dont　on　extrait　une　partie（その一部が抽出されるもとの全体）という
範囲を表わしているのにすぎないということである。その名詞にdeが先立っ
ただけでは，抽出される一部を直接表わすことにはならない。したがって，抽
出される一部が他の名詞で直接明示されている場合，時間的な意味で言いかえ
れば，ある時間的拡がりの範囲のなかで，決められた一部の時の指示がある場
合，と当然ニュアンスが異なってくる。
　　　Cela　me　permettrait．．．　de　voyager　une　Pαrtie　de　l’αnn6e．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［CAMus，　L，6tranger　I，5］
　　　（そうなれば，僕は1年のうちの一部は旅をすることができるようになるだろう。）
　　　11travaille　chez　lui　lα、plupart　du　temps．（GouG）
　　　（彼はほとんどいつも家で勉強している。）
これらの場合には，「ある行為の行なわれる，あるいはある状態が持続する一
部の時間」が，une　partieあるいはla　plupartで示されている。しかし
Il　est　venu　de　nuit．
（彼は夜のあいだにやってきた。）
の場合には，「彼が来た」その瞬間の明示がなく，「彼が来たのは昼ではなくて
夜のあいだの任意の時（dun〃m・ment　quelc・nque　de　la　nuit）である」ことを示して
いるにすぎない。したがって，動詞が，1回かぎりで行為の完結するアスペク
ト（aspect　semelfactif）である場合には，「ある時間的範囲内でその行為がな
される任意の時」を表わすことになるが，持続や繰り返しを表わすアスペクト
（aspect　continuatif　ou　it6ratif）の場合には，当然ある範囲内のあらゆる時にお
いて行為がなされつつある，あるいは行為が繰り返し行こなわれる，つまりあ
る状態が持続されることを表わすことになる。
　　　　Du　temψs　de　MbZf2rθ，1es　com6diens　avaient　mauvaise　r6putation．
　　　　（Gr．　Lar．1，　f，）
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　　　　　（モリエールの時代には，役者は評判が悪かった。）
この場合には，動詞が状態を表わしているためにdu　temPs　de　Mb1伽θという
状況補語は「役者たちが評判の悪かった」時間的範囲を示しているだけであり，
こうなると「モリエールの時代に関していえば」といったような主題，話題を
表わすde（en　prenant　sur　tel　sujet→au　sujet　de）といったニュアンスすら感
じられる。
　　　　　注意。　Dauzatによれば
　　　　　　Il　viendra　deゴoπプ．
　　　　　という言い方は古風であり，現在ではむしろ，
　　　　　　Il　viendra　dans　（ou　pendant）　le　jour．
　　　　　という言い方になっているとのことである（D，p．355）。
1　ある行為が行なわれる時（le　moment　oti　a　lieu‘une　action）
（　1　）　　　de　four，　de　　nuit，　etc．
　De　four，　la　chouette　se　cache　dans　les　trous，　et　de　nuit　elle　va
chercher　sa　patfire．（LIT）
　（フクロウは，昼間穴にかくて，夜のあいだに食べ物を探しに行く。）
　De　nuiち．．．il　parvenaitムdistinguer　les’bruits．（LE　B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［STENDH．，　Chart．　de　P．　XIX．］
　（夜，彼は物音を聞きわけられるようになった。）
　Le　soir，　le　matin，　de　four，　de　nuit，　en　classe，　a　la　maison，　en　pro－
menade，　il　pleurait　sans　cesse．　　　　　　［DAuDET，　Le　jpetit　Chose，1・1］
　（毎晩，毎朝，昼も夜も，授業中も，家にいる時も，外をぶらぶら歩いている時も，
彼は絶えず泣いていた。）
（2）　de　bonne　heure，　de　bon（grand）matin。
　Couch6　de　bonne　heure，　je　Iis　des　romalls　policiers．（MAuG）
　（早く床につき，探偵小説を読む。）
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　Il　est　parti　de　bon　matin．（田辺）
　（彼は朝早く出かけた。）
　Le　troisiさme　jour，　de　grand　matin，　Julien　quitta　son　ami　pour
passer　la　journ6e　au　milieu　des　rochers　de　Ia　grande　montagne．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［STENDH．，　R．　et　N．，1，　12］
’（3日目の早朝，ジェリアンは高い山のなかの岩の間で1日を送るべく友達のも
とを辞去した。）
　Mais　demain，　du　matin，　il　vous　faut　etre　habile
　Avider　de　c6ans，　jusqu’au　moindre　ustensile．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［MOL，　Tart．，　V．4］
　（しかし，あす，夜があけたら，ごくつまらない家財道具にいたるまでまとめて，
　この家を引き払うことをうまくやってもらわねばなりません。）
　　注意。　最後の例のdu　matinは古風な言い回しで，　Littr6，　Robertはde
　　bonne　heure，　Haaseはd2s　le　matinと説明している。
（3）　ne．．．Pas　de　si　t∂t（ou　sit∂t）
　この表現について，Robertは否定辞pasを伴うpas　de　si　tδtという形
でとりあげ，意味はPas　dans　un　Prochain　avenir　et　Peut－atre　」αmaisであ
ると説明し，Littr6，　Grevisse，　Thomas，　Hanseはそれぞれほとんど同じ言
葉で，de　sit6tは否定文中でのみ使われ，　si　Prochainementの意味であると
している。したがって，この表現が用いられる否定文中の動詞は未来を表わ
し（直説法未来，条件法，未来の時のかわりをする接続法現在）ていなければなら
ない。
Je　ne　partirai　Pas　de　si　t∂t，　［Acad．］
（私はそんなに早くは出かけません。）
Je　dois　dire　que　sans　vous　nous　n’aurions　pas　fini　de　si彦∂t’
　　　　　　　　　　　　　　　［NHKたのしいフランス語，6・7月1975，　P・67］
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　　（まったくだ，君がいなかったら，こんなに早くは終らなかったろう。）
　　Arrangez－vous　pour　qu，il　ne　vous　quitte　pas　de　si　t∂t，（R）
　　　　　　　　　　　　　　　［BARBEY　D’AuREv．，　Diaboliques，　Dessotts　de　cartes］
　　（彼がそんなに早くあなたのもとを去らないように手はずをととのえなさい。）
　動詞が過去の時制になったり，si　tδtのあとに比較の対象を表わすque＿
がつくと，deは用いられずsi　t6tだけになる。
　　On　ne　m’αttendais　pas　si　t∂t，（G）［CoLETTE，　La　Vαgabonde］
　　（人ぴとはそんなに早く私を待ってはいなかった。）．
　　Je　n’arriverai　pas　si　t∂彦que　vous．（G）
　　（私はあなたほど早くは到着しないだろう。）
　この言い回しをここに分類することには多少の疑義なしとはしないが，こ
の表現のt6tは，　de　bonne　heure（LIT）の意味であり，ある行為の行なわ
れる時を示している。
2　ある行為が行なわれる時期，あるいはある状態の持続時間
この言い回しでは，ほとんど成語的表現になっている。
　（1）　du　temψs（＝　Pendant　un　certain　temPs）
　　Ces　peuples　s’entre－d6truisirent；　cela　fait　que　l’e「npire　d’Orient
　subsiste　encore　du　temψs．（LIT）　　　　　　　　　［MoNTEsQ・，　Rom・，20］
　　（これらの民族はたがいに殺しあった。そのため，東ローマ帝国はなおしばらく
　の間存続する。）
（2）　du　temps　que．．．（十1’imparfait　de　l’indicatif）
　1）utemψs　gue　je　gardais　les　b6tes『sur　le　Luberon，　je　restais　des
semaines　entiさres　sans　voir　ame　qui　vive，　seul　dans　le　paturage…
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［DAUDET，　Lett．　de　MO21　m．　Les　6toiles］
　（リュブロンの山のうえで，羊の番をしていたころのこと，僕はなん週間ものあ
いだ誰にもあわず，ただひとり牧場にとどまっていた。）
（3）　de‘e　temPs（＝∂cette　gPoqtle），　du　temPs　de．．，　（＝d　t’⑳oく～κ9　de．．．）
　　De　ce　temps－td，　il　n’y　avait　pas　d’61ectricit6．（『語法辞』P．312）
　　（当時，電気はなかった。）
　　Du　temps　de　nos　grands－parents，　on　se　chauffait　au　bois；　de　nos
iours　Ie　chauffage　central　se　trouve　partout．（MAuG，　p．314）
　　（祖父たちの時代には，たきぎで暖をとっていたが，今日ではセントラル・ヒー
ティングがどこにでも備えつけられている。）
（4）　de　mon　temψs（＝d　l’9Poque　o盆」’itaisゴθπηθ）（LIT）
　11dit’en　voyant　de　belles　paches　qu’on　avait　servies：de　mon　temψs，
les　peches　6taient　bien　plus　grosses　qu’elles　ne　le　sont　a　pr6sent．
（LIT＞　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　［LE　SAGE，　Gil　Blas，　IV，7］
　　（彼は出された立派な桃を見ていった。「わしの若いころには，桃は今よりずっと
大きかったものだ。」）
（5）　de．　nos／ours（＝d　notre　6Poqtte）
De　nos　fαurs　les　distances　sont　devenues　insignifiantes．（Lar．　cont．）
（今日では，距離は無意味なものになってしまった。）
（6）　　de　mon　vivanち　de　son　vivant，　du　vivant　de．．．
Il　a　6t6…plus　estim6　aprさs　sa　mort　que　de　son　vivant．（LIT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［VOLT．，1）ict．　Phil．　Fr．　Bacen］
（彼は生前より死後のほうが尊敬された。）
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Ne　d6sespさre　point　du　vivant　de　Caton．（LIT）［CoRN．，　Po〃ψ．　II，27〕
（カトーが生きているあいだは絶望してはいけない。）
（7）　dlθtou彦te〃zPs，　dlθtous　temPs（＝’oπゴoπ7s）
De　tout　temψ∫，　il　y　a　eu　des　riches　et　des　pauvres・　（Lar・cont・）
（いつの時代にも，富者と貧者がいた。）
On　avait　vu　de　tout　temψs　jouer　au　soldat，　au’ №?獅р≠窒高?D（G）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　 ［L．FRAPIE， L，Eco’珍γ9］
（いつの時代にも，みんな兵隊ごっこをしたり，憲兵ごっこをしていた。）
III．否定文中における持続相（aspect　duratif）
Je　ne　1’aiρ・int　enc・re　einbrasse　d’aWfourd’hui．’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAclNE，　Andr．　v．1264］
　（きょうはまだあの子を抱いてやっておりません。）
　Ils　ne　se　trouvさrent　plus　seuls，　de　toute　la　soir疹e・　（LE　B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［R．ROLLAND，　Le　Matin，　III］
　（その晩はひと晩じゅう，彼らはもうふたりきりになることはなかった。）
De　ma　vie，　cependant，　je　ne　mettrai　le　pied　chez　les　Plancoulaine．
（LE　B）　　　　　　　　［B・yLEsvE，・E・f・　b・1・・t・ade・III・8］
　（しかし，もうぜったいにP家に足を踏み入れることはあるまい。）
　Je　ne　le　verrai　de　dix　fours．　（LIT）
　（私はむこう10日間は彼にあうことはないだろう。）
　これらはすべて否定文であり，deのあとに続く名詞で表わされている持続
時間中に起こらなかった，あるいは起こらないであろう行為を述べている。し
たがって，否定はもっぱら時の状況補語の表わす全期間を対象にし，否定文で
なくなればdeは消滅する。
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　　　　　　　　　　　　　　　時の状況補語に先立つ前置詞de（杉山）
Je　rai　d6ja　embrass6吻・urd’hui．
（きょうはすでにあの子を抱きました。）
11s　se　trouvさrent　seuls　toute　la　soirge．
（彼らはひと晩じゅうふたりきりでした。）
Toute　mαvie，　je　resterai　chez　les　Plancoulaine．
（生涯，p家にどどまります。）
Je　le　verrai　dix　fours（・u　dix加γs　de　suite）．
（10日間は彼にあい続けるでしょう。）
　Le　Bidoisはこのようなdeについて，おそらくはJe　n’ai　pas　d’argent．
のdeの用法が押し広げられたものであろうと推定している。（LE　B．　II，§1835）
　deが否定文のなかで具体的なものを指し示す直接目的補語の前に置かれる
のは，部分を表わす用法のひとつにすぎない。しかし，このようなdeゐ用法
はラテン語にはなく，フランス古語でもほとんど例を見ない。一般的にいって，
フランス古語ではそのような場合，直接目的補語に冠詞類も，deもつくこと
はなかった。
S’acate　boune　vlande．（FouLET）［Av．13世紀後半］
（ll　achδte　de　bonnes　provisions　de　bouche．彼は良い食糧を買い求める。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
N’esmouv6s　mie　noise．（rb．）［F．，289，1270年頃］
（うるさい音をたてるな。）
ところが，現代語のように直接、目的補語の前にdeが置かれrいる例もある。
Je　ne　bui　hui　de　vin．　（FouLET）［F．，119］
（きょうはブドー酒を飲まなかった。）
Ja　ne　mangera　d，avainne．（lb．）［P．，8002．1170年頃］
（彼はぜったいにオート麦を食べないだろう。）
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時の状況補語に先立つ前置詞de（杉山）
Fouletは，このような例はmangerとboire，およびその周辺の同じような
タイプの動詞に限られ，このdeは肯定の場合にも否定の場合にも使われ，部
分を表わすのではなくして，「…から分離するための動き」（le　mouvement
《pour　s’6carter　de》），ひいては「行為の起源」（1’origine　de　l’action）を表わす
と主張している（FOULET，§101）。しかし，このような表現に関しては，すでに
例をあげたようにラテン語にも同種の表現があり，de　pane　edere（manger　de
pain），　de　vino　bibere（boire　de　vin）といわれていた。これは，この種の動詞
がもっとも多く非限定分量の名詞を補語にする可能性があるということの証拠
であろうと推測されるので，この種のdeはすなおに部分を表わすdeと解釈
するほうがよいのではないかと思われる。
　一般的規則として，フランス古語で部分の観念を表わしていたのは，動詞に
結びついた無冠詞名詞であった。必要があれば部分のdeが現われたが・それ
は肯定文において，まず所有形容詞もしくは定冠詞＋所有代名詞に限定された
名詞の前に置かれていた。
Prend6s　de　men　argent．　（FouLET）［F．，247］
（わたしの金を取りなさい。）
そしてしだいに，個々のものをはっきり限定する定冠詞の前にも置かれるよう
になった。　　　　　　　　　　　・
Manchevaire，　verse　del　vin．（FouLET）［C．，292．13世紀］
（M．よ，この酒をつぎなさい。）
しかし，人びとがdeのあとに置かれる定冠詞が何を指し示すのかを状況を考
慮して決定しなければならないという微妙な判断を繁雑と思うようになると，
定冠詞は一般的総称の意味を持ち始iP，現代の部分冠詞と，形においても意味
においても，まったく同じ用法で使われるようになった。
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時の状況補語に先立つ前置詞de（杉山）
Ha！biaus　dous丘us，　se6s　vous　cois，
ou　vous　ar6s　de8　envt’aus．　（FouLET）　［F．，396－7］
、（Ah！beau　d・・x　m・・t・nez…u・t・anq・i11…v…aurez伽卿3・あ
あ，うるわしのやさしき息子よ，静かにしていなさい。さもないと，ぶたれるこ
とになるよ。）
Ele　prist　des　flors　de　lis
Ede　l’erbe　du　garris
Et　de　la／bille　autresi．（LE　B）　　　　　　　［Aercass．，　XIX．12世紀末］
（彼女はユリの花を摘み，野べの草を摘み，さらには木の葉もまた摘み取った。）
このように，deはしだいに全体のなかの部分を表わす意味を鮮明にしてゆく
が，12世紀～13世紀にはまだあまり多くは使われていない（FouLET，§107～
108）。
　ともあれ，Fouletによれば，　manger　de，　boire　deのdeと，肯定文のな
かでしか用いられないがほとんどつねに個々のものをはっきりと指し示す限定
辞を伴う名詞の前に置かれた部分のdeが，たがいに接近し，混同され，つい
には否定文中で直接目的補語の前に現われるdeとなった。この同化作用は13
世紀の終りごろには完了し，その後両者の区別はなくなってしまった（FOULET．，
§107）。
　これらの状況につけ加えて，pas，　point，　mie，　etc．の否定辞の発展が部分の
deの用法を押し広げることになる。元来，フランス古語において動詞を否定
するにはneだけで十分であり，他になんの助けも必要としなかった。しかし
微少量を表わすpas，　point，　mie，　etc．の名詞が否定文中の直接目的補語として
用いられるようになると，しだいにneだけではもの足りなく感ぜられ，つい
には両者がともに用いられるようになったのである。
　たとえば，これらの代表としてpointをとりあげると，それは初め名詞（un
point）であり，多くの場合，名詞であることをはっきりさせる限定補語に伴わ
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れていた。否定文中に使われるため，pointは無冠詞であり，その限定補語に
も冠詞類はつかない。
De　contredit　n’i　avra　point．（FouLET）［A，494］
（11n’y　aura　Pas　ombre　d’oPPosition．ほんのわずかな反対もないだろう。）
もし必要があれば，限定補語にde＋所有形容詞もしくは定冠詞がつく。
Je　montrerai　bien，　par　ma　foi，
Que　de　t’αt’e　ne　quier　point．（FouLET）［P．，6818～19］
（私は誓ってあなたの助けなどは求めないことをお見せします。）
しかし，pointの限定補語になる名詞には無冠詞の場合が圧倒的に多かった。
いずれにせよ，pointはきわめて少ない量を表わす名詞であり，un　atome，　une
parcelleの意味であった。やがて，　pointが否定のばくぜんとした補語にすぎ
ないとしか思われなくなってしまうと，それはneと密接に結びついて名詞と
しての機能を失い，元来pointの限定補語を導くdeも部分を表わすpartitif
となり，動詞の直接目的補語の一部となる。これが否定文におけるde　partifif
のもうひとつの起源であり，deの用法がそこまで進化するのは12世紀末以
後のことである（FouLET，§392～395）。
　さて，Le　Bidoisはこのような段階を経て一般に使われるようになった否定
のdeの用法がさらに押し広められたのが否定文中において時の状況補語の前
に現われるdeであろうと推論している（LE　B．，§1835）。なるほど，両者とも
に出発点，’起源を表わす前置詞から転化して，部分（さらには範囲）を表わすに
いたったものである。しかも，ギリシャ語の部分を表わす属格（g6nitif　partitif）
には直接目的補語（accusatif）や時の状況補語（ablatif　locatif）の役割をする用法
があり，ラテン語にもde＋αbt．の形でそれは受け継がれたが，いずれの場合
にもただちに否定とは結びつかない。このde＋abt．はやがてフランス古語に
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時の状況補語に先立つ前置詞de（杉山）
も受け継がれ，前述のような段階を経て，直接目的補語の前に置かれるdeと
なって否定と結びついてゆくことができたが，時の状況補語の前のそれについ
ては，異なる道を通って否定と結びついたように思われる。
　もともと肯定の意味を表わしていた時の副詞が，否定辞neと結びつくこと
によって，もっぱら否定の意味を表わすようになってしまった例がいくつかあ
る。古語では，mes（mais），　onques，　ja，　ainC，　gueres（guaires）などがそれで
あり，現代語では，そのjaとmaisが結合したjamaisが使われている。
Nen　parlez　mais，　se　jo　nel　vus　cumant．（B，　Hist）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RoL，　XIX，237．1100年頃］
（わしが命令しないかぎり，もうそれ以上口をきくな。）
Ne　vos　esmaiiez　onques．［Rol．，920］
（ぜったいにおじけずいてはなりません。）
　これと同じように，がんらい肯定の意味でaun　moment　quelconque　dans
l’6tendue　temporelle　de＿を表わすdeは，否定のneと結びつくと，ne…a
aucun　moment　dans　r6tendue　temporelle　de＿の意味を表わすようになった
のであろうと推測される。すでに見たように，このdeは部分のdeが転化し
たものであり，否定のneと結びついて，　deに続く名詞が表わす時の拡がり
を全面的に否定するのは自然であると思われるからである。
　　　Je　n’an　istrai　fors　de　semαinne
　　　En　Iarrecin　ne　an　enblee．（GoD）　　　［Chev．　au　Lyon，1574．1170年頃］
　　　（私は向う1週間，こっそりとも人目をしのんででもそとに出たりはしません。）
　　　II　n’en　out　de　treis　jurz　ne　de　treis　nuiz　de　pain　mangied，　ne　beud．
　　（GOD）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Rois，1190年頃］
　　　（彼は3日3晩，パンも食べず，なにも飲まなかった。）
まえの例では，「向う1週間」という時間的拡がりが全面否定されているので
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あるが，それが「今後ぜったいにそとへは出ない」という否定なら，『
Je　n，an　istrai　onques．．．
となるはずである。この場合，de　semaineとonquesの文法上の役割は同じ
である。したがって，一般の否定文でneとともにpas，　point，　etc．の否定辞
が要求されるようになった時にも，ne．．．de＋時を表わす名詞の構文では，　pas，
point，　etc．を省略することができるのである。また，　deのあとに続く名詞に限
定辞がつくかつかないかも，中世語までは自由であった。
　　　Pr加ce，　n’enquerrez　de　sepmaine
　　　Ou　elles　sont　ne　de　cest　an．．．
　　　　　　　　　　　［VILLON，　Ba〃ade　des　Dames　du　temPsゴσ4∫s。15世紀］
　　　（Prince，　ne　cherchez　pas　de　toute　une　semaine　oh　elles　sont，　ni　de　toecte
　　　cette　anntie．．．わが君よ，彼女たちが今どこにいるのかを1週間のあいだ，いや
　　　今年1年のあいだも探そうとしてくださるな。）　　　　　　’
しかし，現代語では限定辞がつくのがふつうである。
　時の状況補語の前に置かれるdeが部分のdeと同じ性質であり，ある時間
的範囲内の一部の時を表わし，動詞が否定されれば，そのすべての瞬間におい
て行為がなされなかった，あるいはなされないであろう，という意味になること
は今述べたとおりである。したがって，ごく広い意味では，このdeはJe　n’ai
pas　d’argent，のdeと同じものであるが，その使われ方はある決まったタイプ
の成句的表現に限られているようである。
1　de＋形容詞tout（e，　s）＋定冠詞（所有形容詞）＋名詞
　Elle　pensa　au　loup；de　tout　le　four　la　folle　n’y　avait　pas　pens6．
　　　　　　　　　　　　　　［DAUDET，　Lett．　de　mon　m．　La　chaure　de　M．　S・］
　　（彼女はオオカミのことを考えた。彼女は夢中になっていたので1日じゅうオオ
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　　カミのことは考えたことがなかったのだ。）
，　」De　tout　mon吻゜our，　il　ne　viendra　pas　me　voir　une　fois．（MAuG）
　　　（私の滞在中，彼は1度もあいに来てはくれないだろう。）
　　　De　tout　le　mois　de　mars，　nous　n’efimes　pas　un　jour　de　bon，（LE　B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［DAUDET，　Agonie　de　la　S動mi”°］
　　　（3月いっぱい，われわれには1日としてたのしい日はなかった。）
　　　II　n’avait　pas　dormi　de　toute　la　ecnit．（『語法辞』P．87）
　　　（彼は1晩じゅうまんじりともしなかった。）
　　　Tu　n’as　rien　fait　de（teute）la　fourn6e．（乃．）
　　　（君は1日じゅう何もしなかった。）
　　　Il　ne　m’a　pas　parl6　de　toute　la　soirge．（lb．）
　　　（彼は私に1晩じゅう口をきかなかった。）
　　　Dans　un　mois，　dans　un　an，　comment　souffrirons－nous，
　　　Seigneur，　que　tant　de　mers　me　s6parent　de　vous　？
　　　Que　le　jour　recommence　et　que　le　jour丘nisse
　　　Sams　que　jamais　Titus　puisse　voir　B6r6nice，
　　　Sans　que　de　tout　le　four　je　puisse　voir　Titus？’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAclNE，　B6rinice，　IV，5．　v．1113～17］
　　　（1月たち，1年後になって，かくも多くの海がわれらを引き離していることに，
　　　陛下，どうしてたえられましょう。ティテユスはもうぜづたいにベレニスにあう
　　　ことがかなわず，目がな1日わらわがティテユスにあうこともなく，日が昇り，
　　　日が沈むのをどうしてたえられましょう。）
肯定文になれば，deは消滅する。
　　　Julien　fut　maussade　toute　la　soiree・　　．　　［sTENDH，　R・et　N・1，13］
　　　（ジュリアンはその晩じゅうずっと不機嫌だった。）
2　de＋定冠詞（指示形容詞）＋名詞
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　　　　Je　d6cidai　que．．．je　ne　la　quitterais　pas　de　1’6彦ゑ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［SAGAN，　Bonjour　Tristesse，1，3］
　　　　（私はそれをこの夏じゅう肌身離さずもっていようと決心した。）
　　　　II　n’avait　pas　ferm61’（eil　de　la　nuit（田辺，　P，399）
　　　　（彼はその晩，ひと晩じゅう目をつぶらなかった。）
　　　　Je　ne　1’ai　Pas　vu　de　cettθsemaine．（Gram．　Lαr．）
　　　　（今週中，彼にあわなかった。）
肯定になればdeは消減し，定冠詞（指示形容詞）の前にtoutが置かれる
　　　　J，ai　travaill6　ici　toute　la　matinie［DAuDET，　Le　Petit　chose，　II，16］
　　　　（私はここで，午前中ずっと働いていました。）
　3　de　ma　vie，　de　sa　vie，（Jamais）de　la　vie．．．
　この言い回しはjamaisの意に等しく，　jamais　de　Ia　vieは冗語的用法であ
る。
　　　De　ma　vie，　je　n’ai　ja皿ais　gout6　une　si　d61icieuse　pomme．
　　　　（田辺，p．399）
　　　　（生まれてこのかた，こんなにおいしいリンゴは食べたことがありません。）
　　　Je　ne　le　reverrai　de　ma　vie．（MART．）
　　　　（もう生涯彼に再会することはないだろう。）
　　　Vous　n’avez　de　votre　vie　6t6　si　jeune　que　vous　6tes．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［MOL，　Av．　II，5］
　　　　（一生のうちで，だんな様が今ほどお若く見えたことはありません。）
　　　De如vie　je　ne　fus　plus　mal　a　1’aise．［STENDH．，　Chartr．　de　P．1，13］
　　　　（生まれてこのかた，こんなに居心地の悪かったことはない。）
　　　　　　Donc　tu　rapProuves，1ui？
　　　　　　Jamais　de　la　vie！（r語法辞』p．166）
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（　それじゃ，君はあいつのいうことを認めるというか？．
ない。）
いや，とんでも
肯定になればdeは消滅し，所有形容詞のまえにtoutが置かれる。
　　Oh！1’horrible　maison！Je　la　verrai　toute　ma　vie．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［DAUDET，ヱLe　Petit　Chose，1，2］
　　（ひどい家だ，この家を一生見続けることになるのか！）
　4　de＋数詞（またはplusieurs，　quelquesなど）、＋名詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　Je　ne　le　verrai　Pαs　de　quelques　fours・（田辺，　P．399）
　　　　（私はここ数日彼にあわないだろう。）
　　　Je　ne　sortirai　Pαs　de診roゴ∫ブoπr5・（MART）
　　　　（私はここ3日は外出しない。）
　　　Ne　le　quitte　pas　de　quatre　fours・（MART）
　　　　（ここ4日間彼のそばを離れるな。）
　　　Nous　ne　l’avons　vu　de　six　mois．（R）
　　　　（われわれは彼に半年もあっていない。）
　Martinonの説によれば・Ne　le　quitte　pas　de　tr『is　jour5・のde　trois　jours
は，d’ici　a　trois　joursという表現が，まずこのaの省略によりd’ici　trois
joursとなり，さらにiciが省略されて，　de　trois　joursになったものである。
したがって，動詞が過去になり，Je　ne　l’ai　pas　quitt6　de　trois　jours・にな
ると，もはや省略されたiciの意味が感じられないので間違った言い方になる。
ましていわんや，Ne　le　quitte　pas　d’une　minute．　あるいはJe　ne　l’ai　pas
quitt6　d’une　minute・　（彼のそばをひと時も離れるな，あるいは離れなかった）と
いう言い回しは，d’une　minuteが本来d’ici　a　une　minuteの意味なのだか
ら，使うべきではなく，単にJe　ne　1’ai　pas　quitt6　une　minute・というべき
である（MART．，　p．575，　note　2）と説いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－153　一
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　この説には歴史的裏付けがなく，現実にこの言い回しのなかで，上にあげた
最後の例のように過去の動詞が使われている例は多い。
　肯定文になればdeは消滅する。
Il　sera　la　trois　fours（MAUG）
（彼は3日間そこにいることになっている。）
Il　a　r6gn6　dix　ans（D）
（彼は10年間君臨した。）
5　de　longtemps
未来を表わす動詞が否定されている文中でのみ，「未来における長い期間」
（une　iongue　dur6e　dans　1’avenir）（LE　B．，§1715）を示すのに用いられる。くだ
けた調子ではd’ici　longtempsともいう（R）。これは，さきのMartiononの説
の裏付けになるかも知れない。
De　longtemψs，　vous　ne　parviendrez　a　la　zone　od　se　trouve　la　neige・
（R）
　（当分のあいだ，雪のある地帯にはたどりつけないでしょう。）
Je　ne　le　reverrai　de　longtemps．　（LIT）
　（彼には当分再会できぬだろう。）
　S’il　ne　pleut　pas　de　longtemψs，　la　nature　souffrira　de　la　s6cheresse・
　　　　　　　　　　　　　　　　［BERLITz，　Verbes　fr．　Ex．102，10，　p．98］
　（当分雨が降らなければ，自然は水がれに苦しむでしょう。）
On　ne　pense　pas　se　voir　de　longtemps・（『語法辞』P・178）
　（当分お互いにあえないでしょう。）
　Je．ne　compte　pas　y　retourner　d’ici　longtemψs．（R）
　（私は当分そこへ帰るつもりはありません。）
　　　　　　　　　　　　　　－154一
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　　　　注意。　同じde　longtelnpsでち・depuis　longtempsの意味になる揚合と
　　　　区別しなければならない。
　　　　　　Je　vous　connais　de　longtemps，　mes　amis．　　　［LA　F．，　Fab．，　II，3］
　　　　　　（本官は久しい前から諸君を知っている。）
肯定になれば，deは消滅し，未来にも過去にも用いられる。
　　　Il　fera　tongtemps　clair　ce　soir，1es　jours　allongent，．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［NOAILLEs，　Cceur　innombr．65］
　　　（今夜は長いこと明るいでしょう，昼が長くなっいます＿）
　　　J’ai　longtemψs　habit6　sous　de　vastes　portiques．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［BAuDELAIRE，　La　vie　ant．　v。1］
　　　（私は長いこと住んだ，広びうとした柱廊の堂に…）
6　　d’aujour〔1’hui
　否定の動詞とともに用いられ，「きょうはいち日じゅう…ない」（depuis　le
commencement　de　la　journ6e［LIT］，　Pour　ce　jour－ci，　pendant　cette　journ6e［Gr．
Lar，1．　f．］）の意になる。
　　　　Je　ne　1’ai　pas　vu　d’aujourd’hui．（R）
　　　　’（きょうはいち日じゅう彼にあっていない。）
　　　　　　注意。　Robertはこの文のd’aujound’huiにde　toute　la勿7π6θと註をつ
　　　　　　けている。
　　　　Il・n・m・m・tt・・nt　d’aWf・u・d’hui・n・・1さ・e・（LIT）［SE…420］
　　　　　（彼らはきょういち日，私をおこらせることはないでしょう。）
　　　　Cet　air　qui　m’obsさd’jour　et　nuit
　　　　Pourtant　n’est　Pas　n6　d’anj’ourd’hui；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［CONTET，　Chanson，　Padam．．．Padam＿：v．1～2］
　　　　（昼も夜もつきまとうあの調べではあるが，きょういち日はまだ聞こえてこない。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－155一
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注意。　この表現でも，depuis　le　jour　pr6sentの意味になる場台と区別し
なければならない。）
　Ce　n・est　pas　d’attj’ourd’hui　que　je　le　connais．（Gr．　Lar・1。ア・）
　（彼と識り合いになったのはきょうに始まったことではない。）
　以上述べてきたように，否定文中でde＋時の名詞の形になる言い回しは，
すべて名詞のまえに（t・ut＋）冠詞類（もしくは所有形容詞）または数詞（時にquel－
ques，　plusieurs　etc．）が置かれているか，（副詞的）名詞そのもの・あるいは
10ngtempsやaujourd’huiのようにあるひとまとまりの持続時間を示す観念
を表わす語が使われている。これは時間的拡がりの範囲を明示するためであり，
否定がかかるのは，その範囲内だけに限られる。この用法は，直接目的補語が
限定的に否定される場合と比較できよう。
Il　n’avait♪as　des　outils　di　revendre．（LE　B）［LA　F．，　Fab．，　V，1］
（＝Il　avait　des　outils，　mais　pas　assez　pour　en　revendre．彼はいくつかの
道具は持っているのだが，売るような道具は持っていなかった。）
Je　ne　I’ai　point　encore　embrass6　d’aWfourd’hui・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［RAC．，　Andr．　II，5］
（＝Je　l’embrassais　tous　les　jours　jusqu’a　hier，　mais　pas　encore　d’aujour冒
d’hui．　きのうまでは毎日あの子を抱いてやっておりましたのに，きょうになっ
てからはまだ抱いておりません。）
　また，動詞が否定されているのに，toutに先立たれる時の状況補語の前で
deが省略される例もある。この場合，否定はtoutだけにかかり，「その期間
中ずっと…するわけではない」という部分否定の意味になる。
Nous　n’allons　pas　rester　lcl　toute　notre　vte・
　　　　　　　　　　　　［NHK，すなおなフランス語，8・9月 1975，　p．74］
（われわれは死ぬまでこんなところにいるわけじゃない。）
　　　　　　　　　　　　　－156一
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aujourd’huiの場合は，動詞が否定されていてもdeに先立たれない例が見
うけられる。この場合，否定の重点は動詞にかかることになる。
　　　Je　n・　1’ai　pa・　en…evu吻・u・d’hui．（MART．，　P：533）
　　　（きょう，彼にはまだあっていない。）
この例にならえば，さきのAndromaqueの1行は，ニュアンスの違いを無視
し，母音重複をいとわない限り，
　　　Je　ne　l’ai　point　encore　embrass6　aWfourd’hui．
ともいえそうである。ここらへんが，Hanseをして，　raujourd’huiのかわり
に用いられたd’aujourd’huiの奇妙な用法」と歎かしめたゆえんであるかも
知れない。ただ，deに先立たれないaujourd’huiだけの場合には，否定の
重点が動詞だけにかかってくるのに反し，d’aujourd’huiでは，否定の対象は
もっぱらaujourd’huiになり，「きのうまでは毎日抱いてやっていたのに，き
ょうという日に限っては，まだ抱いてやっていない」というニュアンスがある
ように思われるが，どうであろう。これもすでにあげた例であるが，Padam
。。．Padam．．．というシャンソンの歌詞
Cet　air　qui　m’obsさd’jour　et　nuit
Pourtant　n’est　pas　n6　d’aW夢ourd’hui．
は，「あの胸をしめつけるような心臓のバダン，バダンという動悸は，日夜私に
まつわりついて離れることがないのに，きょうに限ってはまだ起こっていな
い」と解釈できるだろう。ともあれ，否定文中で時を表わす状況補語の前に置
かれるdeがde　partitifの一種であり，それは否定文中の直接目的補語の前
に置かれるdeと関係がなくはない，とだけはいえそうである。
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　　　　　　　　　　　　　　1934］
GoD　　　　　　　GoDEFRoY，　F．，　Dictionnaire　de　l’ancienne　langue∫ranfaise．10　vol．
　　　　　　　　　　　　　　［Paris，　Vieweg　et　Bouillon，1881－1902］
Gr．　Lar．1．　f．　Grand　Larousse　de　la　langtte∫rangaise　I－IV・　［Paris，　Larousse，
　　　　　　　　　　　　　　1971－75］
Gram．　Lar．　　　Gra〃lmaire　Laroessse　du　frangais　cρntemψorain　［Paris，　Larousse・
　　　　　　　　　　　　　　1964］
GREIM　　　　　　GREIMAs，　A．　J．，　Dictionnaire　de　l’ancien　frangais［Paris，　Larousse，
　　　　　　　　　　　　　　1969］
GOUG　　　　　　GouGENHEIM，　G．，　Dictionnaire　fondamental　de　la　langue　frangaise
　　　　　　　　　　　　　　［Paris，　Didier，1963］
HHANSE，　J．，Dictionnaire　des　difiicutt6s　grammaticates：et　lexicologi・
　　　　　　　　　　　　　　ques．［Bruxelles，　Baude，1949］
HAASE　　　　　HAASE，　A．，　Syntaxe　frαngaise　du　XVIIe　sゴ2c1θ．4e　6d．［Paris，　De・
　　　　　　　　　　　　　　lagrave，1953］
Lar．　cont．　　　　Dictionnαrie　du　frangais‘ontemψorain［Paris，　Larousse，1967］
LE　B　　　　　　LE　BIDols，　G．，　et　R．，　Syntaxe　du　frangais　moderne，2vol．［Paris，
　　　　　　　　　　　　　　Picard，1967］
LIT　　　　　　　LITTRE，　E．，　Dictionnaire　de　1α　langue　franfaise，7vol・［Paris，
　　　　　　　　　　　　　　Hachette，1961－1965］
MART　　　　　MARTINON，　Ph．，　Comment　on　parle　en　franfais　41e　a　47e　mille
　　　　　　　　　　　　　　［Paris，　Larousse，1927］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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時の状況補語に先立っ前置詞de（杉山）
MARTIN
MAUG
R
SYII．　Lat．
THOM
朝倉
田辺
『語法辞』
MARTIN，　F．，　Les　mots　latins．［Paris，　Hachette，1941］　　　　4
MAuGER，　G・，　Grammaire　pratiqtte　du　frangais　d’ateゴourd’hui［Paris，
Hachette，1968］
ROBERT，　P・，ヱ）ictionnai「e　alPhab6tique　et　analogique　de　la　langue
franジaise，6vol．［Paris，　Le　Robert，1966］
ERNouT，　A．　et　THoMAs，　F．，　Syntaxe　Latine　［Paris，　Klincksieck，
1959］
THOMAS・A・v・，　Dictionnaire　des　difiicult6s　de　la　langue∫rangaise．
［Paris，　Larousse，1956］　　　　　　　　　　一
朝倉季雄著『フランス文法事典』，白水社，1955．
田辺貞之助著『現代フランス文法』，白水社，1955．
ポール・リーチ他6名著r現代フランス語法辞典』，大修館，1975．
Auca∬．
∠4v．
c．
Chev．αU　Lyon
F．
Huon　de　」Bord．
P．
Rois，
1～01．
s。2【h．le〃2artアγ．
Serm．
フランス古語のテキストの略語表
Aucassin　et　Nicolette（12世紀末）
Le　Garfon　et　l’Aveugle（13世紀後半）
Courtois　d’Arras（13世紀）
CHRETIEN　DE　TRoYEs，　Yvain　ou　Le　Chevalier　au　lion．（1170年頃）
ADAM　LE　BOssU，　Le　Jeu　de　la　Feui〃6θ（1270年頃）
HUON　DE　BoRDEAux，　chanson　de　geste（1190年頃）
CHRETIEN　DE　TRoYEs，　Perceval　ou　Le　Conte　du　Graal（1180年頃）
Le　Livre　des　Rois（1190年頃）
La　Chanson　de　1～oland（1080年頃）
GARNIER　ou　GUERNES　DE　PoNT　SAINTE－MAxENCE，　La　Vie　de
Saint－Thomαs　le．　Martyr（1190年頃）
Les　Serments　de　Strasbourg（842年）
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